
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　１つのテーマに沿って様々な記事を探して分析し、伝え合ったり、１つの記事について、様々な考えを出し合いながら掘り下げたりする活動を通して、新聞と確実に関わり、思いを深めることができた。　自分が学習したことをもとにまとめ、発信するという活動を行い、資料集めや構成の工夫や文章づくりなどをすることを通して、情報を発信する側の思いを推察することができた。　今後は、自らの思いをもって様々な記事にふれていくとともに、課題を設定し、読み深め、伝え合う活動を積み重ねていきたい。　
	TextField2: 　鉱山事故という悲惨な事実と同時に、全員生還という世界を感動させた事実を伝える報道に、強い関心をもって学習活動を続けていた。学習を通して、生きることや生命の大切さ、そしてそれを支えた多くの人々の思いに迫ることができた。
	TextField2: ①　ニュース報道をもとに、学習課題をつかみ、学習計画をたて、見通しをもち、情報収集をする。（１時　　間）②　「チリ鉱山事故」の記事収集をし、必要な情報を集める。（時間外＝家庭にて＋１時間）③　収集した記事の内容を分析し、話し合い、伝え合うことで生命についての考えや思いを深める。（1時　　間）④　自己の考えや思いをまとめ、発信する。（1時間＋時間外）（留意点）　・　多様な視点からの情報を得るため、複数の新聞を収集したり、ニュース番組を視聴したり、インター　　　ネットを活用したりすることをさせる。　・　事実を読み取るとともに、その記事の根底に流れる記者の思いを推察させ、生命や事故にかかわった　　　人々に対する思いをもてるよう支援する。　・　伝え合う活動を重視し、正確な理解と考えや思いの深化を図る。
	TextField2: 　かけがえのない命〔道徳：３時間〕　合計3時間　
	TextField2: 　記事の内容について正確に読み取り、話し合うことによって、生命についての考えや思いを深め、伝え合うことができたか。
	TextField2: 　収集してきた記事をもとに活動することで、情報活用への意欲や関心をもち、自他の生命について考え、思いを伝え合うことができる。
	TextField2: 　情報をもとに考えようーチリ鉱山事故　奇跡の生還ー
	TextField2: 　道徳　　２４人
	TextField2: 　第６学年
	TextField2: 　横内法子
	TextField2: 　四国中央市立寒川小学校
	TextField1: 　新聞に親しみ、学習につなげよう



